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第 4 章では，並列光論理演算法とアレイロジックの類似性に着目して，並列光ディジタ jレ演算の基礎
概念として有用な光アレイロジックを考案し，その概要と並列光演算への適用 B性を示している。
第 5 章では，光アレイロジックに基づく新しい汎用並列光演算システム， 0 P A L S (Optical Paｭ






























(5) OP AL S の最適システム構成法を考察し，必要最小限の光機能素子によるシステム構成をとる光
順序回路型 OPALS と機能モジューノレ型 OP AL S を提案している。機能モジュ lレ型 OPALS
は実用的なシステムへの発展性を踏まえたもので，汎用並列光演算システムの 3 次元光 1 C 化への手
がかりを与えている。
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(6) 提案した各種の OPALS を基本システムとして構成した大容量並列情報処理システムの性能を予
測し，必要な特性をもっ光機能素子の開発によって，十分，実用性のあるシステムが構築できるとの
結論を得ている。
以上のように，本論文は光の物理的特性を有効に利用した新しい汎用並列光演算システム一光コンビ
ューターの概念を明確 lとするとともに，その具体的なシステム構成法並びに実現法に対して多くの新し
い，貴重な指針を与えており，その成果は光学，情報工学，材料科学の発展に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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